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教材８－（１）の解答 力と圧力 

○次の【図】のように，質量 18kg の直方体の形をした物体をいろいろな面を下にしてスポンジの 

上に置き，スポンジのくぼみ方を調べる実験を行いました。ただし，質量 100g の物体にはたら 

く重力の大きさを１Ｎとして，下の各問いに答えなさい。 

【図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 【図】のＡ～Ｃ面を下にして順番にスポンジの上に置いたとき，直方体にはたらく重力

の大きさはどうなりますか。次の①～④の中から適切なものを１つ選び，その番号を書き

なさい。 

① Ａ面を下にして置いたときが一番大きくなる。 

  ② Ｂ面を下にして置いたときが一番大きくなる。 

③ Ｃ面を下にして置いたときが一番大きくなる。 

  ④ どの面を下にして置いても変わらない。                             (答え) ④ 

 

（２） この物体のＡ～Ｃのどの面を下にして置いたときに，スポンジが物体から受ける圧力の

大きさが一番小さくなりますか。適切なものを１つ選び，その記号を書きなさい。 

(答え) Ｂ 

◆考えてみよう◆ 

＊身の回りには，①圧力を大きくして使用しているもの，②圧力を小さくして使用してい

るものとして，どのようなものがありますか。 

 

（３） （２）のとき，スポンジが物体から受ける圧力の大きさは何Ｐa（Ｎ/ｍ2）ですか。 

(答え) 3000Ｐa（Ｎ/ｍ2） 

 

≪考え方≫ 圧力を求める公式を書いて，計算してみましょう。 

 

   圧力（Ｐa）＝               ＝ 
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【解説】 圧力は次の公式で求められます。 

 

面を垂直におす力（Ｎ） 

     圧力（Ｐa）＝ 

力がはたらく面積（ｍ2） 

 

 

 

質量 100ｇの物体にはたらく重力が１Ｎなので，質量 18kg（18000ｇ）の物体

にはたらく重力は 180Ｎです。 

面積はｍ2で表すので，20cm は 0.2ｍに，30cm は 0.3ｍに直して計算します。 

 

                180（Ｎ） 

 圧力＝              ＝ 3000 Ｐa（Ｎ/ｍ2） 

             0.2（ｍ）×0.3（ｍ） 

◆やってみよう◆ 

＊ＡやＣの面を下にしたときに、スポンジが物体から受ける圧力の大きさは何Ｐa 

（Ｎ/ｍ2）ですか。 

 

（４） 【図】のＢ面の上に，質量６kg の直方体の形をした物体を重ねて置きました。このとき，

スポンジが２つの物体から受ける圧力の大きさは何Ｐa（Ｎ/ｍ2）ですか。 

(答え)  4000Ｐa（Ｎ/ｍ2） 

 

≪考え方≫ 圧力を求める公式を書いて，計算してみましょう。 

 

       圧力（Ｐa）＝               ＝ 

 

 

 

【解説】 Ｂ面の上に６kg の物体を重ねているので，スポンジにはたらく重力は２つの合 

計になります。 

 

             180（Ｎ）＋60（Ｎ） 

     圧力＝              ＝ 4000 Ｐa（Ｎ/ｍ2） 

0.2（ｍ）×0.3（ｍ） 

◇側面からの図◇ 

 

                        ･･････質量６kg の物体  60（Ｎ） 

             ･･････質量 18kg の物体 180（Ｎ）  合計 240（Ｎ） 

       スポンジ 

 

ここが重要 

ここが重要 
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教材８－（２）の解答 力と圧力 

（１）（２）（３） 

(答え) 

（標題） おもりの質量とばねの伸
の

びの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) この実験結果（グラフ）からわかることを書きなさい。 

(答え) ばねの伸びの長さは，ばねに加わる力の大きさに比例する 

 

(５) ばねに加えた力の大きさと，ばねの伸びの長さの関係を表した法則を何といいますか。 

(答え) フックの法則 

 

◆グラフを作成するときの注意◆ 

＊縦軸
たてじく

，横軸が表している項目
こうもく

と単位を記入します。 

＊グラフの目盛りは，２つの関係がわかりやすいようにとります。 

＊実験データの誤差を考慮
こうりょ

し，原点から５つのプロットした点の近くを通るような直線 

を引きます。 

＊明らかに検討を要すると思われるデータがある場合は，そのデータを除外して考えま 

す。 

＊直線は最後にプロットした点で止めてしまうのではなく，グラフ用紙の枠内
わくない

まで伸ば 

します。 

＊グラフの標題を書きます。 

＊作成したグラフからわかること（考察）をまとめます。 

 

◆考えてみよう◆ 

＊今回の実験で，誤差が生じる原因は何ですか。 

＊誤差を少なくするためには，どのような方法をとればよいですか。 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ 

Ａ 
Ｃ 
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教科書で確認しよう 
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＜教材８－（３）の解答 力と圧力 の学習をする前に，整理しておきましょう＞ 

○100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１ Ｎ
ﾆｭｰﾄﾝ

とすると，１kg の物体にはたらく重力の 

 大きさは １０ Ｎであり，12kg の物体にはたらく重力の大きさは １２０Ｎである。 

  ○縦 20cm，横 30cm の長方形の面積は ６００cm２ である。また，20cm は ０．２ｍ， 

30cm は ０．３ｍであるので，長方形の面積は ０．０６ｍ２ でもある。 

 

教材８－（３）の解答  力と圧力 

○次の【図】のように，質量 12kg の直方体の形をした物体をスポンジの上に置き，スポンジのく 

ぼみ方を調べる実験を行いました。このことについて，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大 

きさを１Ｎとして，下の各問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）圧力を求める公式（単位も添
そ

えること）を書きなさい。 

（解答）                面を垂直に押
お

す力（Ｎ） 
                    圧力（Ｐa）＝ 

力がはたらく面積（ｍ２） 

 

（２）【図】の物体のＡ～Ｃの面を下にしてスポンジの上に置いたとき，この物体とスポンジが

接する面積はそれぞれ何ｍ2 ですか。 

 （解答） Ａ 0.06 ㎡  Ｂ 0.02 ㎡  Ｃ 0.03 ㎡ 

 

 

 

 

 

（３）【図】の物体のＢの面を下にしてスポンジの上に置いたときにスポンジが物体から受ける

圧力の大きさは，Ｃの面を下にして置いたときの圧力の大きさと比べると何倍になります

か。 

（解答） 1.5 倍 

 

 

【図】 

○それぞれの面積は，次のようになります。 

Ａ：0.2（ｍ）×0.3（ｍ）     Ｂ：0.2（ｍ）×0.1（ｍ） 

Ｃ：0.3（ｍ）×0.1（ｍ） 

○ＢとＣの面積の比は２：３ですが，面が受ける圧力の比は３：２になります。 

ポイント 

ポイント 

レベルアップ問題 
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（４）【図】の物体のＡ～Ｃの面を下にしてスポンジの上に置いたとき，スポンジが物体から受

ける圧力の大きさは，それぞれ何Ｐa（Ｎ/ｍ2）ですか。 

  （解答） Ａ 2000Ｐa    Ｂ 6000Ｐa    Ｃ 4000Ｐa 

  

 

 

 

 

 

（５）【図】のようにして物体をスポンジの上に置いた状態から，さらに同じ大きさで，同じ質

量の物体をその上に重ねて置きました。スポンジが２つの物体から受ける圧力の大きさは

何Ｐa（Ｎ/ｍ2）になりますか。 

  （解答） 12000Ｐa 

 

 

 

 

 

（６） 物体がある面と接しているとき，①接している面積を大きくして圧力を小さくしている

もの，②接している面積を小さくして圧力を大きくしているものにはどのようなものがあ

りますか。 

（解答） ①圧力を小さくしているもの 

・スキー ・スノーシュー（和かんじき） ・ボクシングのグローブ  など 

②圧力を大きくしているもの 

・包丁 ・アイスピック ・陸上のスパイク ・くぎ ・画びょう など 

 

 

まとめ 

○圧力 

同じ物体でも，物体の置き方によって床
ゆか

などとふれ合う面積が異なる。ふれ合う 

面積が小さくなると力が集中するので，圧力は大きくなる。 

 

 

 

発展学習 

○自分の足の裏の面積をはかり，圧力を計算してみましょう。 

 

○物体の質量が 12kg なので，力の大きさは 120Ｎになります。この大きさは，物体の

置き方を変えても同じです。それぞれの圧力は，次のようになります。 

Ａ：120（Ｎ）÷0.06（㎡）   Ｂ：120（Ｎ）÷0.02（㎡） 

Ｃ：120（Ｎ）÷0.03（㎡） 

 

○力を受けるＢの面積は変化がありませんが，加わる力の大きさが２倍（240Ｎ）にな

るので，圧力も２倍になります。 

圧力＝240（Ｎ）÷0.02（㎡）＝ 12000（Ｐa） 

ここが大切！ 

学習を深めよう 

ポイント 

ポイント 
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教材８－（４）解答 力と圧力〔圧力の計算〕 

 

【ステップ１】いろいろな物体の質量から物体にはたらく重力の大きさを考えましょう。 

 

 

 

 

（例題１） 

① ３００ｇのお肉にはたらく重力＝    ３     Ｎ 

 

② １０ｇのスティックのりにはたらく重力＝          Ｎ 

 

 

③ １ｋｇの牛乳パックにはたらく重力＝          Ｎ 

 

④ １２ｋｇの鉄球にはたらく重力＝          Ｎ 

 

【ステップ２】面積の単位ｃｍ２をｍ２との関係を考えましょう。 

（考え方１） 

縦１０ｃｍ横２０ｃｍの長方形の面積は何ｍ２なのかを次のように考えます。 

単位がｍ２なので１０ｃｍと２０ｃｍをｍに直してから、計算すると簡単です。 

（例題２） 

１０ｃｍ＝       ｍ       ２０ｃｍ＝       ｍ 

 

ゆえに         ｍ×        ｍ＝       ｍ２  

 

 

（考え方２） 

ｃｍ２を直接ｍ２に換算する方法もあります。 

１ｍ＝１００ｃｍなので１ｍ２＝１００ｃｍ×１００ｃｍ＝        ｃｍ２ 

（例題３） 

① ２００ｃｍ２＝       ｍ２  ②２０００ｃｍ２＝       ｍ２ 

 

 

 

 

 

 

 

１００ｇの物体にはたらく重力を１Ｎ（ニュートン）とする。 

１００００ 

 ０．０２  ０．２ 

   ３ 

   ０．１ 

   １０ 

   １２０ 

  ０．１   ０．２ 

  ０．１   ０．２ ０．０２ 

１ｋｇ＝１０００

ｇ 

２００÷１００００＝０．０２ ２０００÷１００００＝０．２ 

このことを基に、問

題を考えます。 

300ｇは 100ｇの 3

倍だから重力も３

倍になります。 
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【ステップ３】圧力の大きさについて考えましょう。 

 

 

               同じレンガ 

 

 

 

 

 

 

             

スポンジ 

  

 

 

 

同じ大きさの力でも、力のはたらく面積が小さいほど、力の効果は大きくなります。 

１ｍ２あたりの面積を垂直に押す力を圧力といいます。 

単位は１Ｎ／ｍ２（ニュートン毎平方メートル）となります。 

                                                                                  

 

 

 

 

圧力の単位はＮ／ｍ２と同じ意味でＰａ〔パスカル〕と表すこともあります。 

１Ｎ／ｍ２＝１Ｐａです。 

 

このことをもとに問題を考えます。 

（例題４） 

①  ０．０６ｍ２の面に６０Ｎの力がはたらくとき、この面にはたらく圧力の大きさは何Ｎ／ｍ
２または何Ｐａですか。 

     ６０÷０．０６＝１０００     １０００Ｎ／ｍ２または１０００Ｐａ 

②  ０．０２ｍ２の面に６０Ｎの力がはたらくとき、この面にはたらく圧力の大きさは何Ｎ／ｍ
２または何Ｐａですか。 

     ６０÷０．０２＝３０００    ３０００Ｎ／ｍ２または３０００Ｐａ 

 

 

 

 

 

 

              

圧力〔Ｎ／ｍ２〕＝    
面を垂直に押す力〔Ｎ〕 

力がはたらく面積〔ｍ２〕 

あまりへこまないな

ぁ 

な。 

こっちはたくさんへこ

んでいるなぁ。 

な。 

同じ力がはたらいている場合、力のはたらいている面積が小さいほ

うが、圧力は大きくなっていますね。 

確認 

Ｎ／ｍ２にはＮ÷ｍ２と言う意味があ

ります。 

この図の場合、スポンジとレン

ガが触れているところの面積 
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教材８－（５）の解答 力と圧力 

（１）次の図のおもりなどにはたらいている重力を矢印で表しなさい。ただし、１００ｇにはた

らく重力の大きさを１Ｎとし１Ｎの力を１ｃｍの矢印で表しなさい。 

 

 

 

 

 

 １５０ｇの積み木 

 

 

 

 

 250g の鉄球 

 

 

 

 

 

 

（２）下の図に示された力の矢印が表している力について説明してみましょう。ただし、100g に

はたらく力を１Ｎとし１Ｎの力を１ｃｍの矢印で表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糸が鉄を引く２Ｎの力 

机がつみ木を押す１Ｎの力 

天井に糸でつるされた鉄球 

机の上におかれたつみ木 

２ｃｍ 

１ｃｍ 

２．５ｃｍ 

０．５ｃｍ 

ポイント 

・ 

・ 

作用点（力が働く点） 

力の大きさ（矢印の長

さで表す） 

力の向き 

ポイント 

重力は物体全体にはたらいていますが、

矢印で表す場合は、物体の中心を作用点

とする１本の矢印で表します。 

・ 

・ 

物体にはたらく力は、作用点（力のはたらく点）、力の向き、力の大きさという３つの要

素を表す必要があります。矢印で表すことで、力の関係をイメージしやすくなります。 
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教材８－（６）の解答 力と圧力(発展問題) 

下の図のＡ地点は、標高１０００ｍの山の頂上であり、Ｂ地点は、標高０ｍの地表面である。次

の気圧に関する各問いに答えなさい。        Ａ 

                             

  

 

 

            Ｂ 

 

 

（１） 上の図の山の頂上のＡ地点と平地のＢ地点の気圧についての正しいものを次の①～④の

中から１つ選び番号を○で囲みなさい。 

 

① Ｂ地点よりＡ地点の方が気圧が高い。理由は標高が高いほど、空気の圧力も大きくな

るからである。 

② Ｂ地点よりＡ地点の方が気圧が高い。理由は標高が高いほど、空気の体積は小さくな

るからである。 

③ Ａ地点よりＢ地点の方が気圧が高い。理由は標高が低いほど、上空の空気の重さが大

きくなるからである。 

④ Ａ地点よりＢ地点の方が気圧が高い。理由は標高が低いほど、気温が高いからである。 

 

（２） 図のＢ地点でバレーボールに空気をいれ、２ｍの高さからボールをコンクリートの床に

落としたところ、０.８ｍの高さまで弾んだ。このボールをＡ地点で同じように２ｍの高さ

から同じコンクリートの床に落とした場合、このボールの弾む高さはどのようになると考

えられるか、最も適するものを次の①～③の中から１つ選び、その番号を○で囲みなさい。

ただし、ボールの材質等は考えないものとする。 

 

①�  弾む高さは、０.８ｍより高くなる 

   ② 弾む高さは、０.８ｍより低くなる 

   ③ 弾む高さは、０.８ｍである 

 

（３）（２）のように答えた理由を「気圧」、「ボールの中の空気」という言葉を使って説明しな

さい。 

    

 

 

 

 

 

 

Ａ地点では、Ｂ地点より気圧が低く、ボールの中の空気は、体積が膨張する。よって、ボール

の張りが増し、弾む高さも大きくなる。 

ポイント 

○地上では大気圧が働いていて、すべての物体は大気圧の影響を受けています。大気圧

は、単位面積当たりの空気の重さであることから、標高の低いところのほうが、高い

ところよりも大きくなります。 

○例えば、山の高いところに行くと、お菓子の袋がパンパンにふくれるといったエピソ

ード等をもとに、イメージすると考えやすくなるでしょう。 

1000ｍ 


